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型別法 型別能 時間 コスト 特徴

PFGE
（パルスフィールドゲル電気泳動） ○ △ ○ 高い汎用性

MLVA（Multilocus variable 
tandem repeat analysis) ○ ○ ○ O157, O26, O111のみ

全ゲノム配列を用いたSNP解析 ◎ △ × 系統解析, 病原性遺伝子
の検出等も可能

目的：従来法（PFGE, MLVA）との比較から、SNP解析による
EHECの分子疫学的解析手法を確立する.

EHECの分子疫学的解析

解析結果(血清型, 
PFGE型, MLVA型)
の還元

感染研
細菌Ⅰ部

MLVA
O157, O26, O111

菌株 (年間 3,000-4,000株)

PFGE
その他のO群
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PFGE法との比較

・ 他のPFGE型類似株とは別のSNP型.

・2014-2015年に発生したO121の
広域感染事例

→ PFGE型類似株（n=44）の
全ゲノム解析 (SNP解析)

最尤法による系統樹

・同一PFGE型 = 同一SNP型

・PFGE型類似株から同一SNP型の抽出が可能.

・同一SNP型特異的配列の抽出と簡易検出系（PCR）
が構築可能.

・ 同一PFGE型株＋PFGE型類似株 (7株): 同一SNP型.

全ゲノム配列を用いたSNP解析
16SNPs

51SNPs

≦7 SNPs 



0.05

最尤法系統樹

6.4 SNPs

7.5 SNPs

Sakai

2.6 SNPs

・ 4つのMLVA 型の O157 (n=116)
の全ゲノム解析 (SNP解析)

MLVA法との比較

22.0 SNPs

・ 同一MLVA型 = 同一SNP型

・ MLVA の型別能 ＜ SNP 解析の型別能

まとめ：
従来法 (PFGE /MLVA) にSNP解析法を追加すること
で効率的かつ高精度な菌株サーベイランスが可能になる.

全ゲノム配列を用いたSNP解析



2) ①大腸菌の O-genotyping について
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プライマーセット

効率的検査系の確立
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Og タイピングの実用化

デンカ抗血清による型別結果との整合性確認：

Og型と一致した場合： 抗血清を用いた確認は省略.

Og型が不一致 (OUT/OgUT) の場合： 抗血清で確認.

・ 抗血清セット維持費用の大幅削減
・ 新規Og型の同定が可能



②精度管理用菌株の配布について

配布可能菌株 (1) ：下痢原性大腸菌PCRコントロール用菌株

配布可能菌株 (2) ： 志賀毒素遺伝子PCRコントロール用菌株

配布可能菌株 (3) ： EQA用菌株 (EHEC)


